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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次 
第25期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第26期
第１四半期連結
累計(会計)期間

第25期

会計期間 

自　平成21年
３月１日

至　平成21年
５月31日

自　平成22年
３月１日

至　平成22年
５月31日

自　平成21年
３月１日

至　平成22年
２月28日

売上高 （千円） 3,861,2763,879,59115,334,781

経常損失（△） （千円） △24,082 △37,668 △13,880

四半期（当期）純損失（△） （千円） △33,570 △48,835 △92,438

純資産額 （千円） 649,815 540,542 589,264

総資産額 （千円） 3,720,6163,116,0023,465,335

１株当たり純資産額 （円） 50.88 42.33 46.14

１株当たり四半期（当期）純損失金額（△） （円） △2.63 △3.82 △7.24

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額 （円） － － －

自己資本比率 （％） 17.5 17.3 17.0

営業活動によるキャッシュ・フロー （千円） 114,904△373,467 60,471

投資活動によるキャッシュ・フロー （千円） △13,692 14,277 △88,381

財務活動によるキャッシュ・フロー （千円） △48,067 △873 △45,905

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高 （千円） 1,357,691870,6681,230,731

従業員数 （人） 557 556 527

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第25期第１四半期連結累計（会計）期間及び第26期第１四半期連結累計（会計）期間並びに第25期の潜在

株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、１株当たり四半期（当期）純損失であり、ま

た、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

当第１四半期連結会計期間において、 当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。　

 

３【関係会社の状況】

当第１四半期連結会計期間において、関係会社の異動はありません。

 

４【従業員の状況】

（１）連結会社の状況

平成22年５月31日現在　

従業員数（人） 556  (591)

（注）従業員数は、就業人員（当社グループ（当社及び連結子会社。以下同じ。）外から当社グループへの出向者を含

む。）であり、従業員数の(　)は、臨時雇用者（パート・アルバイト等）の当第１四半期連結会計期間の平均人員

を外数で記載しております。

　

（２）提出会社の状況

平成22年５月31日現在  

従業員数（人） 550  (561)

（注）従業員数は、就業人員（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含む。）であり、従業員数の

(　)は、臨時雇用者（パート・アルバイト等）の当第１四半期会計期間の平均人員を外数で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【仕入及び販売の状況】

（１）仕入実績

当第１四半期連結会計期間の仕入実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称 金額（千円） 前年同四半期比（％）

鮮魚事業 2,193,460 5.1

飲食関連事業 181,038 △1.4

合計 2,374,499 4.6

（注）１．鮮魚事業及び飲食関連事業の仕入の内容は、生魚、冷凍品、塩干品等であります。

２．飲食関連事業の仕入は、主に回転寿司及び和食レストランが行っております。

３．金額には、消費税等は含まれておりません。

　

（２）販売実績

当第１四半期連結会計期間の販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称 金額（千円） 前年同四半期比（％）

鮮魚事業 3,517,853 0.6

飲食関連事業 361,737 △0.3

合計 3,879,591 0.5

（注）金額には、消費税等は含まれておりません。

  

２【事業等のリスク】

当第１四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。　

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて、重要な変更はありません。　　

　

３【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループが判断したものであります。

 

（１）経営成績の分析

当第１四半期連結会計期間（平成22年３月１日から平成22年５月31日まで）におけるわが国経済は、景気回復

の兆しが一部で見られるものの、国民の所得水準や雇用など個人消費をとりまく環境は依然低迷しており、デフ

レ基調で推移しています。

生鮮食品小売業界においても、雇用や景気の先行き不透明感により消費者の節約志向は強く、低価格の販売競

争が続いており、収益を圧迫する一因となっております。

このような経営環境において、当社グループは収益構造の改善を図るべく、不採算店４店舗の撤退と販売費及

び一般管理費の削減を推進する一方、新規市場獲得のため６店舗を出店いたしました。また、営業面においては地

域の特性（消費者ニーズ）に応えるべくエリア別の仕入を強化いたしました。

その結果、当第１四半期連結会計期間の当社グループの売上高は38億79百万円（前年同四半期比で0.5％の増

加）となりました。しかしながら、低価格の販売競争の影響を受け、売上総利益は前年同四半期比で1.8％減の15

億79百万円となりました。また、営業損失は34百万円（前年同四半期は15百万円の営業損失）、経常損失は37百万

円（前年同四半期は24百万円の経常損失）、四半期純損失は48百万円（前年同四半期は33百万円の四半期純損

失）となりました。

これを事業の種類別セグメントで見ると、次のとおりです。鮮魚事業については、低価格の販売競争の影響を受

け、売上高は35億17百万円（前年同四半期比で0.6％の増加）、営業利益は60百万円（同35.5％の減少）となりま

した。飲食関連事業については、売上高は３億61百万円（同0.3％の減少）、営業利益は38百万円（同11.1％の減

少）となりました。
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（２）財政状態の分析

（資産）

当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ３億49百万円減少し、31億16百万円

となりました。このうち、流動資産は前連結会計年度末に比べ３億41百万円減少して19億12百万円となり、また、

固定資産は前連結会計年度末に比べ７百万円減少して12億３百万円となりました。

流動資産の減少の主な要因は、現金及び預金の減少３億60百万円によるものです。　

（負債）

負債の総額は、前連結会計年度末に比べ３億円減少し、25億75百万円となりました。このうち、流動負債は前連

結会計年度末に比べ２億46百万円減少して18億78百万円となり、また、固定負債は前連結会計年度末に比べ53百

万円減少して６億96百万円となりました。

流動負債の減少の主な要因は、買掛金の減少３億４百万円によるものです。

（純資産）

純資産は、前連結会計年度末に比べ48百万円減少し、５億40百万円となりました。

　

（３）キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に

比べ３億60百万円減少し、８億70百万円となりました。当第１四半期連結会計期間における各キャッシュ・フ

ローの状況とその主な要因は、次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果、使用した資金は３億73百万円（前年同四半期は１億14百万円の獲得）となりました。これは

主に、仕入債務の減少３億４百万円によるものです。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果、獲得した資金は14百万円（前年同四半期は13百万円の使用）となりました。これは主に、敷金

及び保証金の回収による収入56百万円、有形固定資産の取得による支出33百万円によるものです。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果、使用した資金は０百万円（前年同四半期は48百万円の使用）となりました。これは主に、短期

借入金の増加50百万円、長期借入金の返済による支出48百万円によるものです。

 

（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（５）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３【設備の状況】
　

（１）主要な設備の状況

当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

（２）設備の新設、除却等の計画

①　新設　

前連結会計年度末において計画中であった、当社・メガドンキ本八幡店（平成22年３月）、当社・西新井店

（同年４月）、当社・戸塚店（同年同月）及び当社・ドンキ浦和原山店（同年５月）の新設については、それぞ

れ（　）内の年月に完了いたしました。　

当第１四半期連結会計期間及びその末日の翌日から当四半期報告書提出日までにおいて、新たに確定した重要

な設備の新設計画は、次のとおりであります。

会社名

事業所名
所在地

事業の種類別
セグメントの
名称

設備の内容

投資予定金額
資金調達

方法

着手及び完了予定

総額

（千円）

既支払額

（千円）
着手 完了

当社・青梅新町店 東京都青梅市 鮮魚事業 店舗設備 2,015 － 自己資金 平成22年７月平成22年７月

（注）金額には、消費税等は含まれておりません。

　

②　除却

前連結会計年度末において計画中であった、当社・ストア福山店（平成22年３月）、当社・福山ロッツ店（同

年同月）、当社・六甲道店（同年同月）、当社・京急川崎店（同年４月）、当社・多摩センター店（同年６月）及

び当社・遠鉄ストア姫街道店（同年同月）の除却については、それぞれ（　）内の年月に完了いたしました。

当第１四半期連結会計期間及びその末日の翌日から当四半期報告書提出日までにおいて、新たに確定した重要

な設備の除却計画は、次のとおりであります。　

会社名

事業所名
所在地

事業の種類別

セグメントの名称
設備の内容 完了予定　

平成22年５月末

帳簿価額

（千円）（注１）

当社・PAT流山店 千葉県流山市 鮮魚事業 店舗設備 平成22年11月     －

（注）１．平成22年５月末帳簿価額は、店舗設備の減損処理後の帳簿価額であります。

２．金額には、消費税等は含まれておりません。　
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 26,000,000

計 26,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現在

発行数（株）
（平成22年５月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成22年７月14日）

上場金融商品取引所名又は
登録認可金融商品取引業協会名

内容

普通株式 12,779,280 12,779,280東京証券取引所市場第二部
単元株式数

500株

計 12,779,280 12,779,280 ― ―

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年　月　日
発行済株式総数増減数

（株）
発行済株式総数残高

（株）
資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増減額
（千円）

資本準備金残高
（千円）

 平成22年３月１日～

 平成22年５月31日
― 12,779,280― 941,031 ― 1,029,015

 

（６）【大株主の状況】

大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。
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（７）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成22年２月28日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

①【発行済株式】

平成22年５月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 8,500 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 12,764,000 25,528 －

単元未満株式 普通株式 6,780 － １単元（500株）未満の株式

発行済株式総数 　 12,779,280 － －

総株主の議決権  － 25,528 －

  

②【自己株式等】

平成22年５月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社魚喜 神奈川県藤沢市湘南台2-10-5 8,500  － 8,500 0.07

計 － 8,500 － 8,500 0.07

　

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別 平成22年３月 ４月 ５月

最高（円） 166 180 155

最低（円） 145 148 140

（注）最高・最低株価は、東京証券取引所市場第二部におけるものであります。

 

３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

なお、前第１四半期連結累計期間（平成21年３月１日から平成21年５月31日まで）は、改正前の四半期連結財務諸

表規則に基づき、当第１四半期連結会計期間（平成22年３月１日から平成22年５月31日まで）及び当第１四半期連結

累計期間（平成22年３月１日から平成22年５月31日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

おります。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結累計期間（平成21年３月１日から平

成21年５月31日まで）に係る四半期連結財務諸表並びに当第１四半期連結会計期間（平成22年３月１日から平成22

年５月31日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成22年３月１日から平成22年５月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年５月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 870,668 1,230,731

売掛金 746,432 760,474

商品 148,514 74,355

貯蔵品 11,346 10,249

その他 136,059 178,863

貸倒引当金 △698 △767

流動資産合計 1,912,322 2,253,907

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 932,628 898,370

減価償却累計額 △646,628 △647,760

建物及び構築物（純額） 286,000 250,609

工具、器具及び備品 1,261,296 1,260,271

減価償却累計額 △1,095,727 △1,113,081

工具、器具及び備品（純額） 165,568 147,189

土地 389 389

リース資産 18,335 18,335

減価償却累計額 △2,486 △1,569

リース資産（純額） 15,849 16,765

その他 － 4,264

有形固定資産合計 467,807 419,218

無形固定資産

リース資産 34,212 36,145

その他 26,915 27,532

無形固定資産合計 61,128 63,677

投資その他の資産

投資有価証券 62,071 61,830

敷金及び保証金 580,689 636,829

その他 31,983 29,871

投資その他の資産合計 674,744 728,531

固定資産合計 1,203,680 1,211,428

資産合計 3,116,002 3,465,335
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年５月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年２月28日)

負債の部

流動負債

買掛金 645,741 950,717

短期借入金 500,000 450,000

1年内返済予定の長期借入金 192,000 192,000

リース債務 11,566 11,489

未払金 222,782 186,300

未払法人税等 13,185 42,746

賞与引当金 13,986 36,671

その他 279,711 256,033

流動負債合計 1,878,972 2,125,958

固定負債

長期借入金 484,000 532,000

リース債務 41,848 44,768

長期預り保証金 162,929 165,549

繰延税金負債 1,345 1,248

負ののれん 6,364 6,546

固定負債合計 696,487 750,112

負債合計 2,575,460 2,876,071

純資産の部

株主資本

資本金 941,031 941,031

資本剰余金 1,029,015 1,029,015

利益剰余金 △1,426,158 △1,377,322

自己株式 △5,328 △5,298

株主資本合計 538,560 587,425

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 1,982 1,838

評価・換算差額等合計 1,982 1,838

純資産合計 540,542 589,264

負債純資産合計 3,116,002 3,465,335
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年３月１日
　至　平成21年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年３月１日
　至　平成22年５月31日)

売上高 3,861,276 3,879,591

売上原価 2,252,286 2,300,339

売上総利益 1,608,990 1,579,251

販売費及び一般管理費 ※
 1,624,496

※
 1,613,352

営業損失（△） △15,505 △34,100

営業外収益

受取利息 － 0

受取配当金 496 496

受取手数料 986 2,054

違約金収入 － 2,400

負ののれん償却額 181 181

その他 623 724

営業外収益合計 2,287 5,856

営業外費用

支払利息 10,089 9,264

その他 775 160

営業外費用合計 10,864 9,424

経常損失（△） △24,082 △37,668

特別利益

固定資産売却益 － 200

貸倒引当金戻入額 － 69

特別利益合計 － 269

特別損失

固定資産除却損 94 155

店舗閉鎖損失 113 848

減損損失 － 1,798

特別損失合計 207 2,802

税金等調整前四半期純損失（△） △24,290 △40,202

法人税、住民税及び事業税 9,280 8,633

法人税等合計 9,280 8,633

四半期純損失（△） △33,570 △48,835
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年３月１日
　至　平成21年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年３月１日
　至　平成22年５月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △24,290 △40,202

減価償却費 32,130 33,330

減損損失 － 1,798

負ののれん償却額 △181 △181

貸倒引当金の増減額（△は減少） 157 △69

賞与引当金の増減額（△は減少） △14,009 △22,685

受取利息及び受取配当金 △496 △496

支払利息 10,089 9,264

固定資産売却損益（△は益） － △200

固定資産除却損 94 155

店舗閉鎖損失 113 848

違約金収入 － △2,400

売上債権の増減額（△は増加） △166,040 14,042

たな卸資産の増減額（△は増加） △17,206 △75,256

仕入債務の増減額（△は減少） 263,244 △304,976

その他の資産の増減額（△は増加） △19,596 42,295

その他の負債の増減額（△は減少） 76,411 △4,209

未払消費税等の増減額（△は減少） 20,626 8,024

小計 161,046 △340,916

利息及び配当金の受取額 496 496

利息の支払額 △9,851 △8,761

法人税等の支払額 △36,787 △24,435

その他 － 150

営業活動によるキャッシュ・フロー 114,904 △373,467

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △16,278 △33,304

有形固定資産の売却による収入 － 295

無形固定資産の取得による支出 △8,089 △1,180

敷金及び保証金の差入による支出 △2,073 △5,700

敷金及び保証金の回収による収入 11,559 56,669

預り保証金の返還による支出 － △472

預り保証金の受入による収入 1,200 －

貸付けによる支出 △501 △300

貸付金の回収による収入 490 811

その他 － △2,540

投資活動によるキャッシュ・フロー △13,692 14,277

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） － 50,000

長期借入金の返済による支出 △48,000 △48,000

リース債務の返済による支出 － △2,843

自己株式の取得による支出 △67 △29

財務活動によるキャッシュ・フロー △48,067 △873

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 53,144 △360,063

現金及び現金同等物の期首残高 1,304,546 1,230,731

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,357,691

※
 870,668
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【継続企業の前提に関する事項】

当第１四半期連結会計期間（自　平成22年３月１日　至　平成22年５月31日）

該当事項はありません。

 

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年３月１日
至　平成22年５月31日）

会計処理基準に関する事項

の変更

重要な資産の評価基準及び評価方法　

たな卸資産

商品

店舗における本部商材　

商品のうち、店舗における本部商材の評価基準及び評価方法については、従来、倉

庫からの最終払出原価によっておりましたが、当第１四半期連結会計期間より、移動

平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げ

の方法）に変更しております。

この変更は、店舗WEBシステムの導入を契機として、店舗における本部商材につい

ても移動平均法による評価額の算出が可能になったことに伴い、より適切な期間損

益計算を行うためのものであります。

なお、この変更による当第１四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であ

ります。セグメント情報に与える影響は当該箇所に記載しております。

　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第１四半期連結会計期間末
（平成22年５月31日）

前連結会計年度末
（平成22年２月28日）

１．当座貸越契約

当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行

３行と当座貸越契約を締結しております。これら契約に

基づく当第１四半期連結会計期間末の借入未実行残高は

次のとおりであります。

当座貸越極度額 800,000千円

借入実行残高 500,000千円

差引額 300,000千円

１．当座貸越契約

当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行

３行と当座貸越契約を締結しております。これら契約に

基づく当連結会計年度末の借入未実行残高は次のとおり

であります。

当座貸越極度額 800,000千円

借入実行残高 450,000千円

差引額 350,000千円

 

（四半期連結損益計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年５月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年３月１日
至　平成22年５月31日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

店舗使用料 365,283千円

給料及び手当 724,041千円

賞与引当金繰入額 26,592千円　　　　　　　　

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

店舗使用料 354,863千円

給料及び手当 725,984千円

賞与引当金繰入額 8,391千円　　　　　　　　

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年５月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年３月１日
至　平成22年５月31日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年５月31日現在） 

現金及び預金勘定 1,357,691千円

現金及び現金同等物 1,357,691千円

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成22年５月31日現在） 

現金及び預金勘定 870,668千円

現金及び現金同等物 870,668千円
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（株主資本等関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成22年５月31日）及び当第１四半期連結累計期間（自　平成22年３月１日　至　

平成22年５月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式 12,779,280 株

 

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式  8,859 株

 

３．新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

 

４．配当に関する事項

該当事項はありません。

　

（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自平成21年３月１日　至平成21年５月31日）

 
鮮 魚 事 業
（千円）

飲食関連事業
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高      

（１）外部顧客に対する売上高 3,498,424362,8523,861,276 － 3,861,276

（２）セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ 7,280 7,280 (7,280) －

計 3,498,424370,1333,868,557(7,280) 3,861,276

営業利益又は営業損失（△） 93,260 43,223 136,483(151,989) △15,505

（注）１．事業区分の方法

当社グループの事業区分は、形態別に区分しております。

２．各事業の主な商品

（１）鮮魚事業………ウナギ長焼・有頭ブラックタイガー・中トロマグロ・にぎりパック

（２）飲食関連事業…回転寿司・レストラン、不動産賃貸管理・事務代行業務

 

当第１四半期連結累計期間（自平成22年３月１日　至平成22年５月31日）

 
鮮 魚 事 業
（千円）

飲食関連事業
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高      

（１）外部顧客に対する売上高 3,517,853361,7373,879,591 － 3,879,591

（２）セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ 4,284 4,284 (4,284) －

計 3,517,853366,0223,883,876(4,284) 3,879,591

営業利益又は営業損失（△） 60,134 38,433 98,568(132,668) △34,100

（注）１．事業区分の方法

当社グループの事業区分は、形態別に区分しております。

２．各事業の主な商品

（１）鮮魚事業………ウナギ長焼・有頭ブラックタイガー・中トロマグロ・にぎりパック

（２）飲食関連事業…回転寿司・和食レストラン、不動産賃貸管理・事務代行

３．会計方針の変更

（たな卸資産の評価基準及び評価方法）

「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更　会計処理基準に関する事項の変更」

に記載のとおり、当第１四半期連結会計期間よりたな卸資産の評価基準及び評価方法を変更しております。

この変更に伴う各セグメントの損益に与える影響は軽微であります。　
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【所在地別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自　平成21年３月１日　至　平成21年５月31日）

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。

　

当第１四半期連結累計期間（自　平成22年３月１日　至　平成22年５月31日）

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。

 

【海外売上高】

前第１四半期連結累計期間（自　平成21年３月１日　至　平成21年５月31日）

海外売上高がないため、該当事項はありません。

 

当第１四半期連結累計期間（自　平成22年３月１日　至　平成22年５月31日）

海外売上高がないため、該当事項はありません。

　

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
（平成22年５月31日）

前連結会計年度末
（平成22年２月28日）

１株当たり純資産額 42.33 円 １株当たり純資産額 46.14 円

２．１株当たり四半期純損失金額

前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年５月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年３月１日
至　平成22年５月31日）

１株当たり四半期純損失金額 2.63 円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が

存在しないため記載しておりません。

１株当たり四半期純損失金額 3.82 円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が

存在しないため記載しておりません。

 
（注）１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

  
前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年５月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年３月１日
至　平成22年５月31日）

四半期純損失 （千円） 33,570 48,835

普通株主に帰属しない金額 （千円） － －

普通株式に係る四半期純損失 （千円） 33,570 48,835

期中平均株式数 （株） 12,771,020 12,770,554

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年７月９日

株式会社魚喜

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 吉　野　保　則　　 印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 鈴　木　義　則　　　 印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 大　和　哲　夫　　　 印

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社魚喜の平

成21年３月１日から平成22年２月28日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間（平成21年３月１日から平成21年５

月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の

責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社魚喜及び連結子会社の平成21年５月31日現在の財政状態並びに

同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じ

させる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれておりません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年７月13日

株式会社魚喜

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 吉　野　保　則　　 印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 鈴　木　義　則　　　 印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 大　和　哲　夫　　　 印

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社魚喜の平

成22年３月１日から平成23年２月28日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成22年３月１日から平成22年５

月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成22年３月１日から平成22年５月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、

すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社魚喜及び連結子会社の平成22年５月31日現在の財政状態並びに

同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じ

させる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれておりません。
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